
日本生体医工学会 平成２４年度 第５回理事会 議事録 

 

日時：平成 25年 1月 18日 14：00～17：00 

会場：AP東京八重洲通り 12階 Cルーム 

出席者 

 

配付資料 

２４－５－２     平成 24年度第４回理事会議事録 

２４－５－３－①   平成 24年度第 5回理事会入退会審査対象者 

２４－５－３－②   長期会費未納者リスト 

２４－５－４     平成 24年度各賞応募状況 

２４－５－５     平成 25・26年度代議員選挙での会費未納者の取扱い 

２４－５－６     生体医工学シンポジウム 2012 開催報告 

２４－５－７－①   2013年日本生体医工学会編集委員会 

２４－５－７－②   編集委員会課題整理と意見聴取 

２４－５－８     生体医工学科連絡委員会 

２４－５－９     名誉会員推薦の件 

２４－５－１０    EMBC2013-52thJSMBEの今後の準備 

２４－５－１３－②  九州支部からの要望書 

２４－５－１３－③  他団体との共催・後援・協賛状況 

 

１．理事会成立を確認（大城理事） 

 

２．前回議事録を確認（大城理事）資料２４－５－２ 

承認された． 

 

３．２５年・２６年度代議員選挙の結果について（木村理事） 

資料２４－５－５ 

代議員候補者のうち，２２０００円以上の会費未納者について 
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会費の納入を促したところ，５名が完納，４名が連絡なし． 

よってこの４名を候補者から削除した． 

同様に補欠候補者のうち２名が未納であったが連絡なし． 

よってこの２名を削除した． 

改めて１７０名の候補者と６名の補欠候補者を選出 

候補者通り代議員を承認 

 

４．入退会状況及び会費未納者について（千田会長） 

・長期未納の会員が多い（６５７名）．さらにそのうちの２２３名は住所不明． 

・大会に演題を登録するためには少なくとも１名は会員であるほうが望ましいが，昨年

度の演題ですべての著者が非会員のケースがあった．（杉町理事） 

・ジャーナルも特に規定はない． 

・大会は，会費に差がついているので，会員へ誘導できるのではないか． 

・準会員は，卒業後の進路が企業になると継続しないことが多い． 

・正会員で住所不明の会員，準会員は抹消（除名）の方向で考える． 

（除名取り消しの希望がある場合は，滞納会費を納付しなければならない）． 

・高額の未納者については，分割納付を認めてはどうか。 

・例えば３万円を限度とする． 

・督促すると退会につながる可能性がある． 

・除名のためには社員（代議員）の３分の２の議決および弁明の機会を与えなければな

らない。会費未納の場合は会員資格を喪失しているので，弁明の対象ではないという

解釈も可能である． 

・正会員で住所不明の会員，準会員は退会とする． 

・一旦意思確認を行う．HPに会員番号を記載してただし，理事からの連絡が可能な会員

については復活の努力をする． 

・退会の際には２年分の会費を納入することとする．以後同様に２年以上の滞納をした

会員には同様の処置を行う． 

 

５．選奨報告（佐久間理事） 資料２４－５－４ 

論文賞３件，研究奨励賞２０件，新技術開発賞２件，荻野賞３件． 

論文賞と新技術開発賞の推薦・応募締め切りを１月末日に延期した． 

（役員・代議員に e-mailにて依頼） 

応募が減少している感があるが，対処するべきか？ 

論文査読の際に推薦するような仕組みを設置する． 

荻野賞は応募を増やす努力をする． 

新技術開発賞は発表してもらう． 



公募してはどうか．ただし，規約修正の必要がある． 

選奨委員会で議論する．  

賞の対外的な評価を考えると母数が問題になるので， 

母数を増やす努力を行うべきではないか． 

   

６．生体医工学シンポジウム２０１２開催報告（大城理事） 資料２４－５－６ 

平成２４年９月７日，８日，大阪大学基礎工学部 

組織委員長 大城理事 

演題数２０９題，参加者４２３名 

ベストリサーチアワード５件，ベストレビューワーアワード３件， 

特別功労賞１件を贈呈した． 

 

７．編集委員会報告 （牧川理事）資料２４－５－７－①， 

本年度 通常投稿 受付数 ３２編 採択率７５％ 

シンポジウム 受け付け数 生体医工学 ７０編， ABE２３編 

ABE関連報告 （木村理事）資料別添 

４論文が掲載済み，１４論文が in press 

５２本の投稿があった．（通常投稿７本，シンポジウム４５本） 

国際編集委員の委嘱依頼中，日本人編集委員４１名 

J-Stageへの移行について努力中． 

電子化に向けて動画，高精細画像等の付録掲載も予定． 

（J-Stageの規定に従う）． 

１年あたりの掲載論文は３０本が見込まれるので，２年以内に 

５０本の目標を達成できそうである． 

ただし，予想より短期間であるので，５０本（無料化の範囲）を 

緩和していただきたい．次回理事会で正式に提案． 

付録の動画などを再利用したい場合は，著作権の取り扱いをどうするか． 

資料２４－５－７－② 

・編集委員会のあり方について 

IFMBE誌の編集委員会が有名無実化しているので今年度をもって終了し， 

ABE編集委員会を新設（独立）してはどうか．（承認） 

・電子査読システムの稼働：４月運用の予定 

・論文賞推薦項目の追加 

・MEDTEC出展の件 

ME実力試験の広報を中心に学会誌の閲覧などを実施する． 

ME試験事務局から担当者を配置できる． 



協賛もしくは出展を引き受ける． 

・COIの取り扱い 次回理事会 

・副編集委員長の増員 次回編集委員会，理事会で検討 

  

８．生体医工学科連絡委員会報告 （吉田理事）資料２４－５－８ 

経過活動報告 

進学相談会１８会場３４４名の参加者があった 

作文コンテスト 

次年度は中止（参加者が少ないため） 

出版物（ブルーバックス，中公新書等）を検討 

動計画の検討 

サイエンスキャンプ・大学実習等を検討 

就職先確保・拡充のための活動を検討  

 

来年度予算について 

作文コンテストの中止などにより予算を圧縮し，昨年度４００万円に対し 

   度２２０万円を計上する予定である． 

 

９．名誉会員推薦の件（大城理事） 資料２４－５－９ 

千原國宏先生、堀正二先生を名誉会員に推薦する． 

推薦人 楠岡理事，大城理事 

 

１０．第５２回大会・EMBC2013 準備についての報告 資料２４－５－１０ 

（牧川次期大会長，田村プログラム委員長） 

一般演題の締め切りが２／４に延長された 

３／２４に採録通知，その後１ページの Late Breaking Paperを 

受け付ける締め切りは４／２２ 

７月３日（初日）日本生体医工学会総会，NEDOセッションを予定 

日本語セッションも可能． 

 

大会プログラム概要について説明 

Invited 43 

mini symposium/Workshop/Tutorial 22 

SS 24+24 

一般演題 448 追加の応募を期待する． 

 



登録料について 

事前に円建てでの支払いを予定していたが，ドル建てになる可能性がある． 

（IEEE支払いシステムの問題） 

為替リスクを避けるため３月２４日近くまで遅らせる． 

Student Competitionについて 

一般論文を投稿した学生に対し，指導教員が推薦する． 

１５名程度の受賞者（ただし Student Memberのみ，生体医工学会員は会員扱い） 

を予定 

  

１１．第５３回大会準備状況についての報告（佐藤副会長）  

大会長は東北大学医工学研究科長，松木英敏先生を予定 

できれば期日を７月もしくは８月にできないかとの問い合わせ． 

 

１２．第５４回大会長候補者について（佐藤副会長） 

名古屋工業大学 岩田彰教授 

 

１３．その他（千田会長，大城理事） 

・九州支部より３月に支部会を開催したい旨の要望 資料２４－５－１３－② 

１２月では発表件数が揃わない，一方，会計処理は１月末という取り決めが 

あるため３月に支部会を開催することが困難である． 

今回は止むを得ない事情を汲んで許可することとする． 

 

協賛等の状況 回覧 資料２４－５－１３－③ 

 

広報委員会からの依頼（野村理事） 

旧の HPを閉鎖したい．→ 承認 

 

生体医工学フォーラム（山口監事） 

 ３／１８（月）仙台で開催予定 


